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　　　　　　　　　　　　　 vol.11
「認知症サポーター100万人キャラバン」をご存知でしょうか？

認知症を患われる方は年々増え、全国で200万人に達しようとしています。

認知症の方はその症状から「これは何？」「ここはどこ？」「今は何時？」･･･日常のいろいろな場面で不安を感じられるようになります。そうした不安を和らげ、安心して暮らすためには、まわりにいる人たちが認知症について理解し、見守り支えあえる環境が必要です。

「認知症サポーター100万人キャラバン」はより多くの方たちに認知症について知ってもらい、認知症の方やご家族を暖かく見守ってもらう仲間になっていただくための取り組みです。平成16年から始まった活動は着実に広まり、平成20年8月には全国で5８万人を超えるサポーターが誕生しています。

今回は認知症の方やその家族を地域のみんなで支えるための取り組みをご紹介します。




認知症の人と家族への応援者である認知症サポーターを全国で１００万人養成し、認知症になっても安心して暮らせるまちを目指している活動です。
全国キャラバン・メイト連絡協議会では、都道府県、市区町村など自治体と全国規模の企業・団体等と協催で認知症サポーター養成講座の講師役（キャラバン・メイト）を養成します。キャラバン・メイトは自治体事務局等と協働して「認知症サポーター養成講座」を開催します。栄区でも現在16人のキャラバンメイトが活動されており、昨年公田町団地集会室で講座を開催しました。

●キャラバンメイト
認知症サポーターを養成する「認知症サポーター養成講座」を開催し、講師役を務めていただく人です。キャラバン・メイトになるためには所定のキャラバン・メイト研修を受講し登録する必要があります。
●認知症サポーター
　「認知症サポーター養成講座」を受けた人が「認知症サポーター」です。認知症サポーターには何かを特別にやってもらうものではありません。認知症を正しく理解してもらい、認知症の人や家族を温かく見守る応援者になってもらいます。そのうえで、自分のできる範囲で活動します。たとえば、友人や家族にその知識を伝える、認知症になった人や家族の気持ちを理解するよう努める、隣人あるいは商店・交通機関等、まちで働く人として、できる範囲で手助けをする、など活動内容は人それぞれです。


栄区でキャラバンメイトとして活動されている方にインタビューをさせていただきました。ご自身の体験も交えて、実感のこもった話を聞かせてくださいました。

　

「頭ではわかっていても・・・」　
何度も同じ話をする母に「何で同じことばかり言うの？」と怒ってしまう、という家族の話を聴いたことがある。その時、私は「そうではないのよ」と説いたけれどその時は上手く伝わらなかった。それでも後になってその人も「あれは認知症の症状だったのかも。あの頃は無知だった。母には悪いことを言った」と話されていた。
「悩みをうちあけられる聴き手がいることが大切」

ご家族から話を聞くこともある。「お風呂に入るのを嫌がる」「夜中に行動がおかしくなり、外に出て行こうとするので自分も休めない」「同じ事を繰り返すので、ついイライラしてしまうことがある」･･･いろんな悩みを抱えている。でも本音で人に話すことは憚れるという人も多い。ひとりで抱え込まず、近くに悩みを話せる人がいることが大切だと痛感する。
「認知症を理解することによって、自然に係われるようになった」

以前は経験に基づいて認知症の方たちと接していた。その経験から学んだことの裏づけがほしいと思い、認知症サポーター養成講座を受講した。講座を受けたことで「あれでよかったんだ」という自信になり、それからは認知症の方たちに自然に関われるようになった。

　

「ご近所を気遣うことがはじめの一歩」
「何日か雨戸が閉まっているの」とご近所でひとり暮らしをしている方を心配して、そのお隣の方が尋ねてこられたことがあった。ご家族のところへ出かけていたのだけれど、周りの人みんな気にかけているのがわかって嬉しかった。気がかりなことがあったら声を出してみる。そして、みんなで考えてみる。はじめの一歩はそこから。たくさんの人が認知症について関心を持ち、理解が深まっていけばいいなと思う。
　
お話をうかがっていると、認知症への理解という事も大切ですが、その人に関心を持ち理解したいという思いが自然と距離を縮めていく事につながるのだと感じました。人をわかりたい、理解したいという気持ちが、支えあいの街づくりの原点であると改めて感じた次第です。また、日頃から認知症の方やそのご家族に接する機会が多い立場としては、これからも皆様に役立つ情報をお届けしていきたいと思います。（多次）


認知症サポーター・キャラバンメイトについての詳細は下記をご参照下さい。
●全国キャラバンメイト連絡協議会(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ)　http://www.caravanmate.com

●横浜市キャラバンメイト事務局（NPO法人市民セクターよこはま）
電話：222-6501　HP：http://www.shimin-sector.jp/machicare/caravan.htm
